
7 年 6 月 30 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

株式会社 美萩工芸

毎週水曜日

美萩工芸工場のトイレ清掃

2名

＜目的＞
地域連携活動のねらい

地域にとってのメリット

対象者にとってのメリット

＜成果＞
実施した結果

得られた成果

課題点

雑用の時間が減少し、仕事の効率化に繋がる

一般就労へ向けて視野を広げ、個々の課題を認識できる

施設外へ行って就労することを希望する利用者が増えた

概要

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 なないろ

住 所 山口県萩市大字椿東4510－１

3510300191

大田浩美

令和6年度電話番号 0838-22-9717

 丁寧な仕事をするように、支援者が確認を行っている。
綺麗になったことに対する達成感と、利用される人から
の暖かい言葉で利用者のやる気に繋がっている。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社 美萩工芸 担当者名 刀祢 大輔

しっかりと清掃して下さる姿に好感が持てます。
また、その姿を見ている従業員の障害者雇用についての意識や見方も良い方向に向かっているように感じます。
今後も一般就労や活動の支援ができるよう協力させていただきたいです。

企業との関係が持てたことで仕事の幅が広がり、より一般就労に向け
ての訓練に繋がっている

仕事に対する責任感がもう少し向上できると良い

施設外就労

活動場所

実施日程

利用者数

障害者雇用も積極的に行われている企業で施設外就労を通じて一般就
労に向けての個々の課題や支援の課題を知る

様式１


